「子育て体験記」
５人（主人・私・長男夫婦・次男東京暮らし）
　　　　　　　　　　　　　　５０代　　持ち家
陣痛から３日目に長男が誕生。３５００グラムでした。つわりがひどく、ほとんど空腹状態でした。生まれた時にうぶ声を挙げず５分後だったこと、３日間、子どもも私も大変だったと説明がありました。子どもの顔を見る間も無く、子どもはすぐに保育器の中。頭と足指先に点滴。３日後に子どもと会った時の嬉しかったこと、最高でした。出産のおかげで親のありがたさがわかり、両親に感謝です。

また、主人の両親とも同居でしたので喜んでもらいました。仕事も出産前に辞めていましたので、子育て中心の生活が始まりました。よく、男の子は育てにくいと聞きますが・・・。２人とも男の子で女の子を持ったことがない私ですが、最初から育児では分からない事ばかりで、イライラしました。乳の出が悪く混合で育てました。ただ主人の母が粉ミルクをたくさん買って下さいました。家にいて母乳じゃないので、私なりに悩みました。母の気持ちはありがたかったですが、（今なら気持ちに余裕があるのでしょうが）あの頃にはそんな配慮が分からず、母の前では顔に出ていたでしょう。しかし、今は、亡き母に感謝です。初めてのことばかりなのですが　長男は何事も無く育ってくれて、育て易かったです。私が育児で疲れてくると、両家の父と母が交代で子どもを見てくれ、本当に助かりました。実家の母などは「イライラした顔で旦那さんにあたったらあかんよ。」と言っては、子どもを見てくれました。

主人の父などは、「子どもと一緒に寝て起きて一緒に遊んでやれ。今しかないぞ。」と言ってくださって・・・。今から思うと本当にそうだったと思います。たった３年で子どもの躾が出来てしまう。長いようで短い３年でした。

私は、子どもの頃から歯医者さんと縁が切れた事が無く、子ども達には徹定して歯磨きを指導しました。だから、今、２人とも虫歯がありません。それと食事のマナーも厳しくしました。だって一生ついて廻る食事。箸の上げ下げ・食器の持ちかた・好き嫌いのない食事など、幸い主人の母も厳しい人でしたのでその点は助かりました。勉強もやれとは言いませんでした。下は兄を見ているせいか真似ているところがありました。塾へは行きませんでした。習い事は大いにやらせました。ピアノ・習字・水泳。水泳は、特に長男が蓄膿症と言われたので、長く続けていました。そのお陰かどうか分かりませんが、体力がついて風邪を引くことも無くなり、学校を休む事は余りなかったので喜んでいます。また、お金の大切さも教えました。近所の駄菓子屋へおやつを買いに行く時、側溝にお金を落としました。一緒に側溝の板を外して取って来させたことも有りました。(今から思うとひどい母です。)　
　下が小学校に上がった年から、勤めるようになりました。主人の母が面倒を見てくれると言ってくださったので、勤めることが出来ました。ありがたいことです。２人共最初は寂しがっていましたが、母が可愛がってくださったお陰だと思っています。母は子ども達に「とんち」や「なぞなぞ」「神仏に対する礼」を教えてくれました。私では分からない知恵を子ども達に伝えてくれました。

今、子ども達は、時々母のことを思い出して、ああだ、こうだと私に教えてくれる事があります。勤めるようになると、忘れ物をしたからと言われてもハイと届けるわけにはいきません。そこのところを２人と話し合いました。長男が小学校に入る時、「１年生から忘れ物や遅刻が多かったり、整理整頓が出来なかったりすると一生続くよ。」と本人に言いました。最初の頃は一緒にランドセルに入れましたが、そのうち１人でやれるようになりました。子どもが１人で入れなければ、どこに何があるか分からないのですから。だから２人共、部活やキャンプ、下宿だという時にも親が手を掛ける事は無かったです。今から思うと厳しいですかね？

大学へも、お金が掛からない奨学金で行ってくれました。自分の子を誉めるわけではないのですが、２人共、私たちに感謝をしているみたいです。隣のお家の方と年に数回食事会をするのですが、その時、隣の奥さんから聞いたことです。こう言っていたそうです。大学を出して貰って感謝している。私たち夫婦が働いてくれたお陰だ・・・と。でもその影には主人の母の存在が大きく、母のおかげだと思っています。

子育てで大変だった時に、主人の父が言った事があります。「真知子、子どもは１人で育てるものじゃないぞ。皆で育てよう。」と。そう言われて、自信が付きました。
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